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１．はじめに 

 

近年，日本において，ラウンドアバウトの性能，計

画設計などの研究が進められつつあるが，今後はその普

及に向けて道路構造と交通運用の両面から十分な検討が

必要である。ラウンドアバウト(Roundabout)とは，『環

道交通流に優先権があり，かつ環道交通流は信号機や一

時停止などにより中断されない，円形の平面交差部の一

方通行制御方式』と定義される1)。 

日本では，1934年（昭和9）年，東京和田倉門交差点

にロータリーと呼ばれる円形の交差点が初めて導入され

た2)。しかし，交通量の増加とともにこれらのロータリ

ーは姿を消していった。ラウンドアバウトの大きな特徴

は優先通行ルールであり，円形交差点のうち環道交通流

に優先権が与えられているものをラウンドアバウトとし

て位置づけることができる1)。ラウンドアバウトは，ロ

ータリーが多用されていたイギリスにおいて，ロータリ

ーの利点を維持したままで欠点を軽減するため，環道交

通流に優先権を与えたルール（off-side priority）が 

考案され，環道交通流の流出を促進して交通容量確保に

成功し，その成功実績により欧米の導入検討が行われて

いった3)。現在，日本では，流入交通流に対して一時停

止制御等を実施することにより，環道交通流に優先権が

あるラウンドアバウト型交差点が存在し，環道走行車両

が交差点流入車両に対して概ね優先権を与えられて運用

されている。しかし，その交通規制方法を与える標識，

標示等はまちまちな状況である。 

そのため，交通運用に関して現行の道路交通法等の

法体系の制約の中で，「道路標識，区画線及び路面標示

に関する命令」（以下標識令）等を踏まえた交通運用の

統一が必要である。 

本稿では，日本における既存のラウンドアバウト型

交差点と海外でのラウンドアバウトの運用状況を報告す

る。また，現行の道路交通法等の法体系の制約の中で， 
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ラウンドアバウトの運用上の原則を提案するとともに，

標識令等に基づいたラウンドアバウトの標識，標示等の

設置構成（案）の自主研究結果を報告する。 

 

２．ラウンドアバウトの交通運用事例 

 

（１）日本の既存ラウンドアバウトの交通運用 

ラウンドアバウトは，流出入部，環道の車線数の違

い，設置個所の違い，中央島への乗り上げの可否により，

大きく3種類に分類され，標準，ミニ，多車線がある。 

本稿では，日本での導入が望ましいと考えられる標

準ラウンドアバウトを対象とした交通運用について検討

した結果を報告する1) 。馬渕・中村4)の研究に基づき設

計した標準ラウンドアバウトの構成要素を示す（図-1）。 

ここでは，日本のラウンドアバウト型交差点の事例

を調査し，ラウンドアバウトの形状から流入部，手前，

環道，流出部毎に整理した結果の概要を報告する。調査

は，福知山市，豊岡市，鳥取市，京都市，千葉市の5か

所である。 

エプロン

中央島

ラウンド 
アバウト手前 

流入部 流出部 

分離島 

環道幅員 

外径 
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図－１ ラウンドアバウトの構成要素 
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その他にも既存のラウンドアバウトとしては，飯田

市，豊田市，一宮市等がある。最近では，スマートICで

の設置事例も見られる。 

ａ)流入部の制御方法 

規制標識の「一時停止（330）」は全事例で設置され

ているが，横断歩道手前の場合や横断歩道が無く環道の

前で設置されている場合がある（写真-1）。また，「一

時停止」標識がなく，「指定方向外通行禁止」標識のみ

の場合も調査した5か所以外で存在する。従って，既存

の流入交通に対する制御方針は統一されていない。しか

しながら，規制標識等の設置により，環道が優先，流入

部が非優先となり，結果として「譲れ制御」が成り立っ

ている。流入部に「ロータリーあり」標識が設置されて

いたのは，福知山市，鳥取市，千葉市である。環道の前

のドット線標示が設置されていたのは，京都市，千葉市

である。 

ｂ)ラウンドアバウト手前 

「方面及び方向（108の2－A）」標識が設置されてい

たのは，福知山市，豊岡市である。ただし，矢印形状等

の統一は見られない（写真-2）。飯田市，豊田市，一宮

市にも設置されているがいずれも統一が見られないとの

報告がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ)環道（中央島を含む） 

「一方通行（326－A）」標識が，中央島に全事例で

設置されている。シェブロンや「ロータリーあり」標識

を設置している例も見られた。また，環道の最高速度や

駐車禁止を設置している例も見られた。これは，環道の

幅員が広いため設置されていると考えられる。環道の路

面をカラー舗装している例も見られた。 

ｄ)流出部 

「道路の通称名」，「著名地点」が設置されている

例が見られた。著名な観光地を表す看板を流出部毎に色

を変える等の例も見られた。その他としては，横断歩道

があり，環道流出部に停止線がある例も見られた。 

 既存ラウンドアバウト型交差点の事例調査の結果，流

入部の流入交通に対する制御方針や方面及び方向を与え

る標識，標示等は統一されていないことがわかった。 

（２）海外諸国の運用，標識，標示の紹介 

 次に海外諸国の運用について，海外のガイドラインか

ら報告する。馬渕・中村5)が海外の設計ガイドラインに

ついて報告している。その中で，アメリカ，ドイツにお

ける標識，標示等の設置方法を報告する。 

ａ)アメリカ 

2000年にFHWA（連邦道路局）から発行6)されている。 

アメリカでは，標準ラウンドアバウト（都市部と地方

部）およびミニラウンドアバウトについて標識等の設置

方法を示している。 流入部の制御方法としては，都市

部，地方部共に譲れ線と譲れ制御である”YIELD”標識

で制御している。標準ラウンドアバウト（都市部）では，

速度が低いため，手前の案内標識は除くことが出来る。

標準ラウンドアバウト（地方部）では，速度が高いため，

手前から地名，路線番号で案内している。 

b）ドイツ  

19987)，2006年8)にFGSV（道路交通研究会）から発行，

ミニラウンドアバウトは NRWの勧告9)がある。ドイツで

は，標準ラウンドアバウト（市街地内，市街地外）およ

びミニラウンドアバウトについて標識等の設置方法を示

している。流入部の制御方法としては，市街地内，市街

地外共に譲れ線と2つの標識の組み合わせ（青色円形の

「ラウンドアバウトの進行方向」と「前方優先道路」標

識；道路交通法規 StVO）により制御している（図-2）。

市街地内，市街地外のそれぞれで設置方法を示している。 

 

 

 

 

 

 

３.ラウンドアバウトの運用上の原則 

  

（１）ラウンドアバウトの流入部の考え方 

ラウンドアバウトの流入部の考え方としては，以下

の２通りが考えられる。一方通行の環道に対して流入部

がＴ字路として取り付いている構造のため，①合流部が

連続している。または②Ｔ型交差部が連続している。こ

のような考え方がある中で，交差点における優先道路の

決め方について，道路交通法における交差点での優先関

係を考えた場合，道路交通法における交差点での優先関

係を決定する効力が強い順は, 以下のとおりである。 

①交通信号による（道路交通法第七条） 

②交通規則（標識，標示）（道路交通法第三十六条） 

③車道幅員 （道路交通法第三十六条） 

④左方優先 （道路交通法第三十六条） 

写真－１ 「一時停止「一時停止」，「ロータリー
あり」標識，環道のカラー舗装 

写真－２ 矢印形状が統一されていない「方面および
方向」標識 

図－２ ドイツの流入部の標識（地は青で線は白） 
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交通信号が設置されないラウンドアバウトでは，車道

幅員によって優先関係が決まってしまうため交通規制

（標識，標示）を実施することが望ましい。 

（２）運用上の原則（案） 

日本のラウンドアバウトの事例，諸外国の標識，

標示の設置方法，交差点における優先道路の決め

方などを踏まえて，現行の道路交通法等の法体系

の制約の中で，ラウンドアバウトの運用上の原則

（案）を以下のとおり提案する。 

・ラウンドアバウトは環道交通流に優先権があり，平面

交差部流入車両に対しては譲れ制御が行われることを標

準とする。また，流入車両が環道を走行する場合，外回

りを原則とする。 

・交通信号を設置しないラウンドアバウトは，道

路交通法第三十六条第2項の規定に基づき交通規制

（標識等）により，環道を優先道路として指定す

るものとする。 

・優先権のある環道は，「一方通行」等の走行方向

を示す標識のみを中央島等に設置する。 

・平面交差部の流入部や流出部の標識，標示は

「道路標識，区画線及び道路標示に関する命令」

（以下「標識令」）の規定に基づき設置する。 

・「標識令」以外の表示として法定外表示により，

車両等の交通方法等に関し指導的な内容を標示す

る。または注意喚起を促すものとする。 

・歩行者，自転車の取り扱いには注意が必要であ

る。（運用の対策は今後検討する必要がある。） 

・歩行者交通量が多くなると，流入部が寸断され

る時間が増大し車両の捌け交通容量が低下する。 

・流出側の車両が横断歩道上の歩行者のために停止さ

せられると，環道まで車両が滞留することになり，ラ

ウンドアバウト全体が機能しなくなる場合もある。 

（３）運用上実施してはいけない事項 

 運用上の原則とともに運用上実施してはいけない事項

についても取りまとめた。 

ａ）環道優先のため，以下の事項は実施してはならない。 

・環道での停止線・横断歩道・信号機の設置 

ｂ）環道交通流の流出の妨げとなる標識，標示は設置

してはならない。 

・流出部での停止線・一時停止・信号機の設置 

 

４. ラウンドアバウトの標識，標示等の設置構成 

 

（１）標識，標示等の設置構成（案） 

諸外国の事例等を参考に，「標識令」の下で標準ラ

ウンドアバウトの標識，標示等の設置構成（案）を示す
10)11)（図-3）。以下，これらを詳述する。 

（２）警戒標識 

ａ）ロータリーあり（201の2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前方にラウンドアバウトがある場合には，あらかじ

めラウンドアバウトがあることを予告し交通の混乱を避

けるために，原則として「ロータリーあり（201の2）」

を設置する(図-4)。なお，既存のロータリーとラウンド

アバウトが異なることを道路利用者へ周知徹底するため

に，当分の間「ラウンドアバウト」の補助板（図-4）を

附置することを提案する。設置場所はラウンドアバウト

の手前30メートルから120メートルまでの地点における

左側の路端とする。 

（３）規制標識 

ａ）前方優先道路（329の2） 

平面交差部手前の左側の路端に「前方優先道路

（329 の 2）」を設置し，「前方優先道路（329 の

2）」には，補助標識「前方優先道路（509）」を附

置する(図-4)。 

ｂ）「一方通行（326－A）」または「シェブロン」 

環道が一方通行路であることを示すために，中央島

上の流入する道路から見やすい場所に「一方通行（326

－A）」または「シェブロン」を設置する(図-5)。 

ｃ）指定方向外進行禁止（311－F） 

交通島および分離帯の前面（分岐点の突端等）には，

流出部への車両の進入を防止するために，「指定方向外

進行禁止（311－F）」を設置する(図-4)。 

（４）案内標識 

ａ）方面及び方向（108の2－A） 

ラウンドアバウトには，必要に応じて「方面及び方

向（108の2－A）」を交差点の手前150ｍ以内の地点にお 

または

「法定外看板」

「一方通行 
(326-A)」 

法定外表示 
ゆずれ線(ドット線)

「方面及び距離 
(105のC)」 

または，

「都道府県番号

(118の2-B)」 

規制標識「前方優先道路

(329の2)」 
補助標識「前方優先道路

(509)」 
法定外看板(案) 

指示標示203停止線

規制標識 
「指定方向外進行禁止 
(311のF)」 

指示標示211前方優先道路

警戒標識 
「ロータリーあり

(201の2)」 

30～120m手前に設置 

※速度標識は記載していない 

規制標識 
「横断歩道， 
自転車横断帯 

(407の3)」 

案内標識 
「方面及び方向 
(108の2-A)」 

30～50ｍ手前

に設置 

図－３ 標準ラウンドアバウトの標識、標示等の

設置構成（案）
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ける左側の路端，車道の上方，中央分離帯若しく

は交通島に設置するものとする(図-6)。なお，流

入道路に案内すべき経由路線番号がある場合には，

当該経由路線番号も表示する。また，矢印形状が

煩雑になり，道路利用者に不安や誤解を与えない

ように，45°を単位としてその倍数，45°90°，

135°，180°以外の矢印角度は用いないことを原

則とする。 

ｂ）方面，方向及び距離（105－C） 

環道からの流出部には，必要に応じて「方面，

方向及び距離（105－C）」を交通島に設置して，流

出道路の方面，方向，距離を案内する。なお，流

出道路に案内すべき経由路線番号がある場合には，

当該経由路線番号も表示する。また，流入車両の

環道への合流時の視界を妨げないように，設置

位置や標識板の大きさに配慮して路側または交

通島に設置する。 

（５）その他看板（法定外看板） 

ａ）ラウンドアバウト進行方向 

ラウンドアバウトの進行方向を示すために，流入す

る道路の流入点の手前の地点における左側の路端に「ラ

ウンドアバウト進行方向」を「前方優先道路（329の

2）」に附置して設置する(図-7，海外事例を参考)。 

（６）流入部・流出部の標示，法定外標示 

ａ）流入部の譲れ線 

環道交通流に優先権があるため，流入部には譲

れ線として使われているドット線標示とする。 

ｂ）流出部の車道外側線 

流出部は，車道外側線が有効と考える。 

（詳細は，今後関係機関協議が必要である。） 

なお，イギリス，フランス，アメリカ等は流入

部の譲れ線標示だけであり，ドイツ，スイス等は

流入部，流出部の両方に譲れ，車道外側線標示を

実施している。 

（７）環道内の標示，法定外表示 

ａ）進行方向標示等 

優先権のある環道には進行方向を示す標示は設置し

ない。中央島を設置する場合（エプロンを設置する場合

を含む）は，外側線を設置しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）ラウンドアバウト手前の標示 

ａ）前方優先道路（211） 

前方道路が優先道路であることをあらかじめ示す必

要がある場合は，ラウンドアバウトの手前（非優先とす

る側の道路の部分）に「前方優先道路（211）」を設置

する(図-7)。環道から30mと20ｍ手前を標準位置とする。 

 

５．おわりに 

 

本稿では，日本におけるラウンドアバウトの交通運

用（案）を提案した。今後は，標識，標示等についてＶ

Ｒなどを利用して道路利用者の理解度調査を実施しその

有効性について確認する必要がある。また，この新しい

交差点の制御方式の周知が最も重要である。海外では導

入前に周知を目的として，リーフレットの配布や，通交

ルールや通交方法などロールプレイ（体験）型のイベン

トの実施等，多面的な普及策が実施されている。日本に

ラウンドアバウトを導入するためにも，導入，教育方法

についても研究と議論が必要である。 
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図-４ ロータリーあり（201の2），前方優先道

路（329の2），指定方向外進行禁止（311－F） 

図-５ 一方通行（326－A），シェブロン 

図-６ 方面及び方向（108の2－Ａ） 

図-７ ラウンドアバウト進行方向（地は青で線は白） 
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